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福
岡
女
学
院
大
学

　
　
　
　

福
岡
女
学
院
資
料
室
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　

聞
き
取
り
調
査
報
告

　

各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
訪
問
調
査
と
し

て
、
今
回
は
二
〇
一
八
年
八
月
三
十
一
日

に
福
岡
女
学
院
資
料
室
に
お
い
て
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
に
は
福
岡
女
学

院
資
料
室
の
専
任
教
員
で
あ
る
井
上
美
香

子
講
師
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
本
調
査

を
担
当
し
た
の
は
、
本
学
建
学
史
料
室
研

究
員
の
冨
岡
勝
と
酒
勾
康
裕
、
同
室
職
員

の
木
村
道
子
（
調
査
当
時
）、
報
告
者
の

四
名
で
あ
る
。
調
査
内
容
は
書
庫
及
び
展

示
室
見
学
、
福
岡
女
学
院
資
料
室
の
組
織

形
態
や
活
動
内
容
、
史
資
料
収
集
と
保
管

な
ど
を
中
心
に
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い

て
は
聞
き
取
り
の
中
で
随
時
質
問
す
る
と

い
う
方
法
で
行
っ
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
福
岡
女
学
院
資
料
室
の

開
設
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

福
岡
女
学
院
大
学
で
は
、
学
院
の
記
録
の

た
め
に
年
史
を
五
年
ご
と
に
作
成
し
て
お

り
、
そ
の
年
史
編
纂
に
使
用
し
た
資
料
を

保
管
す
る
「
資
料
室
」
が
存
在
し
、
そ
の

管
理
を
総
務
課
が
担
当
し
て
い
た
。
こ
の

「
資
料
室
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
い
つ
か

ら
存
在
し
、
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
の
詳
細
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
二

月
に
一
二
五
周
年
記
念
館
が
竣
工
し
、
同

年
五
月
十
七
日
に
記
念
館
六
階
へ
資
料
室

及
び
展
示
室
を
開
設
す
る
。翌
六
月
に「
福

岡
女
学
院
資
料
室
規
程
」
が
制
定
さ
れ
福

岡
女
学
院
資
料
室
が
設
置
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
二
〇
一
七
年
四
月
よ
り
、
二
〇
三
五

年
に
迎
え
る
創
立
一
五
〇
年
に
向
け
た

『
一
五
〇
年
史
』
の
編
纂
と
刊
行
を
目
指

し
、
専
任
教
員
を
配
置
し
て
福
岡
女
学
院

資
料
室
の
本
格
的
な
整
備
に
着
手
し
て
現

在
に
至
る
。

　

福
岡
女
学
院
資
料
室
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
資
料
室
の
事
業
を
進
め
る
た
め
の
運

営
委
員
会
を
二
〇
一
五
年
に
立
ち
上
げ
て

い
る
。
運
営
委
員
会
は
、院
長
、各
学
校
長
、

事
務
局
長
、
各
大
学
教
員
一
名
、
高
校
お

よ
び
中
学
教
員
一
名
、
資
料
室
教
員
一
名
、

事
務
職
員
若
干
名
に
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
院
長
特
別
顧
問
を
置
き
、
資
料
室

の
運
営
及
び
実
務
に
つ
い
て
の
指
導
と
助

言
を
受
け
な
が
ら
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
構
築

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
、
院
長
は
他
大
学
に
お
い
て

年
史
編
纂
の
経
験
が
あ
る
た
め
に
、
組
織

体
制
作
り
に
お
い
て
も
そ
の
知
見
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
料

室
の
室
員
は
、
設
置
当
初
か
ら
二
〇
一
六

年
度
ま
で
は
非
常
勤
事
務
職
員
一
名
の
み

で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
七
年
度
以
降
は
専

任
教
員
一
名
と
非
常
勤
事
務
職
員
一
名
の

二
名
の
体
制
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

資
料
室
の
目
的
は
「
福
岡
女
学
院
の
歴

史
及
び
伝
統
を
後
世
に
継
承
す
る
た
め
に

学
院
史
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
保
存
、

調
査
、
研
究
等
を
行
い
、
本
学
院
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
業

務
と
し
て
、
資
料
の
整
理
・
収
集
・
目
録
・

公
開
、
一
五
〇
年
史
編
纂
業
務
、
教
育
、

そ
の
他
の
学
内
業
務
・
連
携
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
ず
、
資
料
の
整
理
に
つ
い
て

は
、
井
上
氏
が
着
任
し
た
二
〇
一
七
年
四

月
時
点
で
、
資
料
室
の
書
庫
や
事
務
室
に

は
三
十
数
年
間
の
資
料
が
段
ボ
ー
ル
箱
に

入
っ
た
状
態
で
山
積
み
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
書
庫
を
活
用
で

き
る
よ
う
に
既
存
の
資
料
群
を
評
価
・
選

別
し
つ
つ
、
新
た
な
資
料
を
保
管
・
配
架

で
き
る
よ
う
に
内
装
設
備
の
整
備
か
ら
着

手
し
た
そ
う
で
あ
る
。ま
た
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
の
多
く
の
資
料
を

学
校
種
別
、
時
代
別
に
分
類
し
直
す
作
業

も
同
時
に
進
め
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
方
、
学
内
の
所
蔵
資
料
に
関

す
る
調
査
は
、
今
後
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
、
各
部
署
に
散
在
し
て
い
る
資
料
の
所

在
な
ど
を
資
料
室
で
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
う
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在

の
資
料
室
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
保
存
の
対
象
と
な
る

す
べ
て
の
資
料
を
資
料
室
に
移
管
す
る
た

め
で
は
な
く
、
そ
の
限
ら
れ
た
空
間
を
有

用
に
活
用
し
て
資
料
の
保
存
・
管
理
を
進

め
る
た
め
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
資
料
の
収
集
は
、
同
窓
会
や
退

職
者
の
会
な
ど
を
通
じ
た
資
料
提
供
依
頼

に
加
え
て
、
月
一
回
行
っ
て
い
る
「
福
岡

女
学
院
を
語
る
会
」
に
お
け
る
同
窓
生
や

元
教
職
員
と
の
座
談
会
型
式
で
の
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
同
窓
生

や
元
教
職
員
の
高
齢
化
を
踏
ま
え
て
オ
ー

ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
実
施
す
る
そ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
、
資
料
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

資
料
室
と
同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
る
展
示
室
の

整
備
や
展
示
内
容
の
企
画
、
福
岡
女
学
院

の
代
名
詞
で
あ
る
セ
ー
ラ
ー
服
や
学
院
の

歴
史
な
ど
に
関
す
る
資
料
の
展
示
、
研
究

や
報
道
取
材
に
関
す
る
資
料
閲
覧
業
務
な

ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
展
示

室
に
お
け
る
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
、
自

校
史
教
育
的
な
側
面
と
広
報
的
な
側
面
を

含
む
も
の
で
あ
り
、
見
学
目
的
や
年
齢
層

も
異
な
る
見
学
者
に
対
し
て
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
今
後
は
広
報
校
友
課
と

連
携
し
な
が
ら
展
示
内
容
の
検
討
を
進
め

る
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
の
学
校
行
事
に
際
し
て
は
展

示
室
を
開
放
し
、
室
員
が
展
示
内
容
の
説

明
や
案
内
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

教
育
に
関
す
る
業
務
と
し
て
、
福
岡
女

学
院
を
構
成
す
る
中
学
校
、
高
等
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
に
お
い
て
使
用
す
る
学

院
史
の
教
育
用
教
材
作
成
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
現
在
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
資
料
の
作
成

を
鋭
意
進
め
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
教
科
目
と
し
て
の
自
校
史
教
育

は
未
設
置
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
各
学
校
で
の
授
業
や
ゼ
ミ
の
際
に
展

示
室
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
活
用
を
促

す
た
め
に
、
こ
の
一
年
ほ
ど
の
間
に
最
初

は
教
員
ヘ
の
声
か
け
か
ら
始
め
て
、
現
在

で
は
展
示
室
の
利
用
が
徐
々
に
広
ま
り
つ

つ
あ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

最
後
に
一
五
〇
年
史
編
纂
業
務
に
つ
い

て
、
前
述
の
よ
う
に
福
岡
女
学
院
資
料
室

は
二
〇
一
七
年
四
月
よ
り
専
任
教
員
を
迎

え
て
本
格
的
な
整
備
に
着
手
し
た
た
め
、

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の
構
築
も
年
史
編
纂
業
務

も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

五
年
ご
と
に
刊
行
さ
れ
た
年
史
は
、中
学
・

高
校
・
短
大
の
教
員
を
中
心
に
、
五
〇
年

史
を
も
と
に
新
た
な
事
蹟
を
写
真
で
解
説

す
る
内
容
で
編
集
を
行
っ
て
き
た
そ
う
で
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27号  令和２年（2020年）1月（11）
　

　
　 

近
畿
大
学
を
巡
る
史
資
料　

11

−

二
種
類
の『
学
報
』

−

教
職
教
育
部
教
授

　
　

建
学
史
料
室
研
究
員　

冨
岡　
　

勝

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
た
教
職
教
育
部
の
年
表
を
つ

く
る
作
業
に
取
り
組
ん
だ
（
詳
細
は
『
近

畿
大
学
教
員
論
叢
』
第
三
十
巻
第
一
号
に

「
教
職
教
育
部
30
年
史
略
年
表
作
成
の
試

み
」
と
し
て
掲
載
予
定
）
。

　

こ
の
作
業
に
は
主
と
し
て
部
内
の
会
議

資
料
や
紀
要
を
活
用
し
た
が
、
同
時
に
、

教
職
教
育
部
の
設
置
、
関
係
す
る
学
内
規

則
、
人
事
発
令
な
ど
の
基
本
的
な
事
実
を

確
認
す
る
上
で
、『
学
報
』
が
欠
か
せ
な

い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
表
を
つ
く
る
ま
で
筆
者

も
明
確
に
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

だ
が
、
こ
の
『
学
報
』
に
は
、
次
の
よ
う

に
二
種
類
存
在
し
て
い
る
。

　

一
種
類
目
の
『
学
報
』
は
、
昭
和
四
〇

（
一
九
六
五
）
年
九
月
一
日
に
『
近
畿
大

学
学
内
報
』
の
名
称
で
総
務
部
総
務
課
の

編
集
・
発
行
で
創
刊
さ
れ
、
平
成
二
（
一

九
九
〇
）
年
九
月
二
十
日
発
行
の
第
二
三

二
号
で
『
近
畿
大
学
学
報
』（
広
報
・
出

版
課
の
編
集
発
行
）
と
改
称
さ
れ
て
現
在

も
発
行
さ
れ
て
い
る
。
令
和
元
年
十
月
一

日
ま
で
に
通
算
で
五
三
八
号
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
便
宜
上
【
学

報
一
】
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

　

二
種
類
目
の
『
学
報
』
は
、
昭
和
三
十

五
（
一
九
六
〇
）
年
十
月
一
日
に
近
畿
大

あ
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
一
三
〇
年
史
の

編
集
を
進
め
、
一
三
〇
年
史
刊
行
後
は
五

年
ご
と
の
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

を
行
い
、
次
の
年
史
刊
行
は
一
五
〇
年
史

の
予
定
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
一

五
〇
年
史
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
書

庫
内
に
あ
る
資
料
の
整
理
と
学
内
資
料
に

関
す
る
一
斉
調
査
の
実
施
に
よ
る
基
礎
資

料
の
整
理
と
収
集
を
当
面
こ
な
す
べ
き
第

一
の
課
題
と
し
て
い
る
。
学
内
調
査
の
終

了
後
に
、
年
史
編
纂
の
た
め
の
委
員
会
の

設
置
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
学
院
年
表
や
『
学

院
時
報
』
の
記
事
索
引
の
作
成
に
も
着
手

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
は
資

料
の
目
録
化
を
進
め
、
年
史
の
目
次
を
作

成
し
、
執
筆
者
へ
資
料
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
作
業
を
進
め
て
い
く
そ
う
で
あ
る
。

井
上
氏
は
、
私
立
学
校
を
取
り
巻
く
諸
々

の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
学
生
の
教
育
の

た
め
の
組
織
で
は
な
い
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
は
な
か
な
か
難

し
い
と
語
っ
て
い
た
。
こ
の
中
で
、
ア
ー

カ
イ
ヴ
ズ
の
整
備
・
充
実
を
目
指
し
た
福

岡
女
学
院
資
料
室
の
取
り
組
み
は
注
目
に

値
す
る
も
の
で
あ
る
と
立
ち
上
げ
を
任
さ

れ
た
井
上
氏
は
話
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
か

ら
の
福
岡
女
学
院
資
料
室
の
資
料
収
集
や

保
管
に
関
す
る
取
り
組
み
や
資
料
展
示
な

ど
の
工
夫
は
我
々
の
参
考
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

（
九
州
短
期
大
学
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

三
木　

一
司
）

学
学
報
局
に
よ
っ
て
『
近
畿
大
学
学
報
』

と
し
て
創
刊
さ
れ
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）

年
八
月
一
日
発
行
の
第
三
三
四
号
で
『
近

畿
大
学
大
学
新
聞
』（
近
畿
大
学
広
報
・
出

版
課
か
ら
発
行
）
と
改
称
さ
れ
、
平
成
十

七
年
四
月
一
日
の
通
算
四
五
四
号
ま
で
刊

行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
【
学
報
二
】
と
呼
ん

で
お
く
。

　

あ
え
て
単
純
に
整
理
す
れ
ば
、『
近
畿

大
学
学
内
報
』
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
学

報
一
』
は
、
学
内
規
則
や
人
事
異
動
な
ど

の
正
式
連
絡
の
場
と
し
て
役
目
を
も
っ
た

い
わ
ば
官
報
の
よ
う
な
存
在
で
、『
学
報

二
』
は
『
近
畿
大
学
大
学
新
聞
』
と
改
称

し
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
学
内
の

様
々
な
動
き
を
伝
え
る
こ
と
で
教
職
員
の

認
識
共
有
を
は
か
る
こ
と
が
主
な
役
割
で

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
下
、
こ
の
二
種
類
の
『
学
報
』
に
つ

い
て
、
刊
行
目
的
や
掲
載
事
項
な
ど
を
紹

介
し
た
い
。（
原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
、
史

料
に
一
部
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。）

【
学
報
一
】（『
近
畿
大
学
学
内
報
』
→

　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
畿
大
学
学
報
』）

　

昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
九
月
一
日

に
発
刊
さ
れ
た
『
近
畿
大
学
学
内
報
』
創

刊
号
巻
頭
に
総
務
部
長
岩
城
由
一
［
後
の

理
事
・
事
務
総
局
長 

筆
者
注
］に
よ
る「
学

内
報
発
行
に
当
つ
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
な
か
で
、
刊
行
目
的
が
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

従
来
広
報
部
で
「
学
報
」
を
発
行
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
学
内
の
事

務
上
必
要
な
事
項
を
伝
達
す
る
た
め
に

新
た
に
『
近
畿
大
学
学
内
報
』
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
「
学
内
報
」
に
掲
載
す
る
事
項
は
、

本
学
の
諸
規
程
の
公
布
や
通
達
、
告
示

な
ら
び
に
人
事
発
令
、
そ
の
他
教
職
員

の
住
所
変
更
、
行
事
予
定
、
主
要
日
誌
、

留
学
、
帰
国
、
学
位
取
得
な
ど
学
内
に

周
知
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
事
項
で

あ
り
ま
す
。
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